
岩手県高体連柔道専門部 

 

第６５回岩手県高等学校新人柔道大会にかかわる感染防止対策チェックリスト 

 

◆参加者側が準備（対策）すべき事項 

□ ガイドラインを理解し、大会参加に向けた準備を行うこと。 

□ 大会参加の可否検討（以下の出場が認めらない状況はないか） 

□ ２週間以内（当日を含む）に発熱（３７.５度以上）・風邪様症状があった者 

□ ２週間以内に国外渡航制限地域への渡航があった者 

□ ２週間以内に感染者との接触があった者 

□ 大会参加に向けた健康観察報告書の準備 

□ 大会参加のためのマスク・手指消毒用アルコールの準備 

□ 日常から新しい生活様式・感染予防対策を習慣化すること。 

◆大会当日の対応 

□ 会場に入場する人数は柔道部員・監督・引率教員・役員・視察員（大学関係者）・報道関係とし最小限

とする。 

□ 体調観察等を以下のとおり入場時に受ける。 

□ 健康観察報告書（以下の事項を記載）を提出する。 

□ 所属、氏名、年代、住所、電話番号 

□ 当日を含む参加2 週間前における以下の事項の有無 

□ 平熱を越える発熱（おおむね３７度５分以上） 

□ 咳、のどの痛みなどの風邪の症状 

□ だるさ（けんたい感）、息苦しさ（呼吸困難） 

□ 嗅覚や味覚の異常 

□ 体が重く感じる、疲れやすい等 

□ 国外渡航制限地域への渡航の有無 

□ 新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触の有無 

□ 体温の測定を受ける。 

□ マスクの着用ついて確認を受ける。 

□ 以下の者は入場（出場）を自主的に見合わせること。 

□ 健康観察報告書を提出できない者 

□ ２週間以内（当日を含む）に発熱（３７.５度以上）・風邪様症状があった者 

□ ２週間以内に国外渡航制限地域への渡航があった者 

□ ２週間以内に感染者との接触があった者 

□ 体調観察等窓口（会場入り口） 

□ 混雑・密集を避けるために、地区ごと又は学校ごとに、体調観察等の時刻を予め設定する。時間を厳守



の上、係員から体調観察等を受ける。異常がなかった場合にはアルコールで手指を消毒し入場する。 

□ 手洗い洗面所、トイレ 

□ ポンプ式石鹸、消毒用アルコールを用い、３０秒以上の丁寧な手洗いを徹底する。 

□ トレイの蓋を閉めて汚物を流す。 

□ 更衣室 

□ 常時換気する。 

□ 密集を避け、あくまで更衣のための短時間の使用とし、留まらない。 

□ 待機スペース 

□ 常時換気する。 

□ 地区ごと又は学校ごとに事前に割り当てられた待機スペースを使用し、密集を避ける。 

□ 会場内での飲食 

□ 待機スペース・屋外のみで認めるが、感染予防策の徹底する。 

※ 飲食前後の手指の消毒、飲食中の会話の禁止、回し飲み・回し食べの禁止 

□ 無観客とする。 

□ 競技場内の管理 

□ 常時換気する。 

□ 試合場（畳）の消毒は適宜行う。 

□ 試合場エリアへの入場は適宜制限する。 

□ 試合を待つ選手・監督の待機席はその間隔を適宜開ける。 

□ ごみの廃棄 

□ ゴミはビニール袋に密閉し、各自に持ち帰る。 

□ ゴミを扱う際は、マスクとビニール手袋を使用する。 

□ その他 

□ できるだけ用具は共有しない。共用する場合は、各自で適宜消毒する。 

□ タオルは共有しない。 

□ 全ての場面において、他者との距離を適宜確保し、手洗い・消毒をこまめに行う。 

□ 試合前後のミーティングにおいても密集を避ける。 

◆競技にかかわる留意事項 

□顧問が責任を持って選手の柔道衣等の用具について確認する。なお、試合中に服装について違反が発覚

した場合には競技規則に従って対処する。 

□ 選手は、ウォーミングアップ・試合時以外では必ずマスクを着用する。 

□ 選手以外は常時マスクを着用するが、試合中の審判員はマウスガード着用（大会主催者が準備）とする。 

□ ウォーミングアップ・試合前後に、選手は必ず手指をアルコールで消毒する。 

□監督、選手による応援・指示を禁止とする。 

□ ウォーミングアップ中の選手の汚物・出血を処理する場合、マスク・ビニール手袋を使用し、回収物は

ビニール袋に入れ密閉する。 



◆その他 

□ 大会関係者は、移動時においても感染予防に各自が努める。 

□ 大会関係者は、気温・湿度が高くなる時期には、熱中症対策も各自が講じる。 

□ 原則として、所属チームの競技終了後、当該柔道部員は速やかに帰宅する。 

□ 開催中に、急に発熱・風邪症状等が生じた大会関係者は直ちに帰宅させる。その際、大会主催者と所属

に対して現状報告と診察結果報告を必ず行う。 

□ 開催直前又は開催中、大会関係者に感染症の罹患やクラスターが発生した場合や、地域の感染拡大状況

に変化が生じた場合に大会主催者が通知した対応（中止を含む）に従う。 

□ 大会終了後2 週間以内に、大会関係者に感染症の罹患やクラスターが発生した場合は、大会主催者に直

ちに報告する。 

◆準備物品 ※大会ごとに必要数を検討する。 

□ 手指消毒用アルコール（ ） 

□ 物品消毒用0.02〜0.1%次亜塩素酸ナトリウム水溶液（ ） 

□ 物品消毒用ぞうきん（ ） 

□ ビニール手袋（ ） 

□ ビニール袋（ ） 

□ 体温計（ ） 

□ マスク（ ） 

□ 健康観察報告書（ ） 


